





Le présent article a pour objectif  de discuter l’importance sociale des 
veillées de danse dans l’histoire du Québec. Durant la deuxième moitié du 17e 
siècle, les habitants de la Nouvelle-France ont commencé à faire des veillées 
dansantes pour se divertir et lâcher leur fou. Pour eux, ces veillées constituaient 
un divertissement essentiel durant les longs hivers rigoureux québécois. Bien que 
la Nouvelle-France soit devenue une colonie britannique suite à la défaite de la 
guerre de la Conquête contre l’Angleterre en 1763, les Canadiens français ont 
continué à faire des veillées de danse. Cependant, les danses ont subi l’influence 
de la culture des immigrants écossais et irlandais au 19e siècle. Au 20e siècle, 
grâce à la Révolution tranquille, le Québec a connu beaucoup de changements 
sociaux qui ont permis aux Québécois d’améliorer leur situation dans la société 
canadienne et de renforcer leur identité culturelle. Cependant, à cause de 
l’urbanisation et l’augmentation des familles nucléaires, la tradition de la veillée de 
danse s’est transformée et les danses traditionnelles ont arrêté d’être transmises. 
 1．はじめに 
 伝統社会において，民俗的な音楽とダンスは，通過儀礼と密接に関わって












& G. Tremblay, 2001: 7）。
ケベックでは 17 世紀後半から，入植者たちは頻繁に誰かの家に集まり，























2.1．ヌーヴェル・フランス時代（17 ～ 18 世紀）
1534 年に冒険家のジャック・カルティエ（Jacques Cartier）が今のガスペ
の地にたどり着き，そこをフランス領「ヌーヴェル・フランス」であると













1）　本論のキーワードである « veillée de danse » の正式な日本語訳がないため，第二節では，
夕食後夜通し行われていた « veillée de danse » または « bal » を「ダンスパーティー」と標
記する。それに対して，第三節以降に紹介する，夜通しは行われない，ケベックの民族
音楽や伝統的なダンスの愛好家の団体が企画する « veillée de danse » と呼ばれるイベント
を「ダンスの夕べ」と標記する。







































































会士たちの日記』 （Journal des Jésuites）の中に記されている。1645 年，ある
上流階級の婚礼の際に，二つのバイオリンで上流階級の人々が踊ったことが
記されている。この場では，バレエのようなダンスが踊られていたようであ
るが，それ以上の詳しい記述は残っていない。1667 年 2 月 4 日に，ルイ＝







フロントナック（在任期間 1672 年～ 1682 年，1689 年～ 1698 年）は，夜宴
やダンスパーティーを特に好んで開いていた。
トロワ・リヴィエールの総督の妻であったエリザベート・ベゴンが，





















































































































続いた（S. Voyer, 1986: 30）。イギリス人のガイ・カールトンがケベック植民
地二代目総督に就任した際，彼の邸宅で盛大なダンスパーティーが催された。
パーティーにはイギリス人だけでなくケベック市民も招待され，彼らはとて









はないのよ。何て精力的な踊り手たちなのでしょう！（B. Dufebvre, 1950: 45）
カナダでの晩餐会では，バイオリンとダンスが欠かせなかった。さら
に，ケベックでの経験を基に描かれたフランシス・ブルックの小説『エ
ミリー・モンタギューの経歴』（Histoire d’ Émilie Montague）では，主人
公を通して，「［……］ここでは，人々は息を引き取るまで踊っている
のよ。今週，あるフランス人宅で，娘と彼女の母親，そして祖母が同


























クに滞在していたピエール・ド・ラテリエール（Pierre de Sales Laterriére）は
1776 年に，「カナダ人以上に踊ることが好きな国民に会ったことがない。彼
らはフランスのコントルダンスをとメヌエットを踊り，そこにイギリスのダ
























































19 世紀末から 20 世紀初頭である。多くのアイルランド人によってケベック
社会に持ち込まれたジーグは，時間とともに独自の発展をしていった。実際，
ケベック・ジーグ（gigue québécoise）は地域によってステップやリズムに違

















問題となっていた。その原因は，1936 年から 1959 年まで政権を握っていた
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（Isidore Soucy）などが，モントリオールのラジオ局 CKAC（Canada Kilocycle 
America-Canada）の番組に出演するようになり，1931 年には Veillées canadiennes
というテレビ番組が CKAC と CFCF で始まった。伝承の方法も次第に口頭か






























の労働者階級の間で大きな支持を得た（S. Voyer & G. Tremblay, 2001: 98）。
このダンスは，アメリカで夏の間は農場，冬の間は工事現場で働いていた











« Veillée de danse（ダンスの夕べ）» は 2015 年，ケベック州文化・通信省に
よってケベック州の無形文化財として認められた。当時大臣であったエレー











現在では，CVPV（Centre de valorisation du patrimoine vivant）や SPQTQ（Société 































































































たちは，外国人に寛容であったこと（I. Weld, 1800: 315）やアイルランドやス
コットランド移民のダンスを取り入れていたこと（P. Chartrand, 2009: 382）か
ら，当時のダンスパーティーには，様々な国籍が存在していたことが想像で
きる。さらに興味深いことに，18 世紀後半から 19 世紀初頭にかけてカナダ
に滞在した人たちの記録によると，当時，様々な社会階級と老若男女がダン
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